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夏季個体群と冬季個体群の関係

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

個体数最大期 有害駆除＆追い払い
最盛期

夏季個体群と冬季個体群は相関あり。
→冬季個体が早期来遊、夏季個体は減少

減少期



礼文島トド島の上陸場

•定点カメラ8点設置
→2022年8月の1回目の
メンテナンスで北A、
2023年1月の2回目の
メンテナンスで南Aを回収中。

 

 

 

十兵衛沢 北海道

トド島

礼文島トド島定点カメラ設置地点
水色：2019年8月以前
黄色：2019年9月以降



トド島の利用上陸場

南A 東B 北B南A

その日の最大上陸場所

季節 主な上陸場 備考

9月～12月（秋） 東B 現在のピーク

12月～2月（冬） 南A 過去のピーク

3月～6月（春） 北B 春のピーク


	令和４年度�ゴマフアザラシ�広域連携捕獲実証調査報告
	夏季個体群と冬季個体群の関係
	礼文島トド島の上陸場
	トド島の利用上陸場
	礼文島トド島の個体数変動の推移
	礼文島の課題
	抜海の上陸場所
	抜海の個体数変動の推移
	天売焼尻の上陸場
	天売焼尻の個体数変動の推移
	天売の個体数変動の推移
	スライド番号 12
	まとめ

